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研究成果の概要（和文）：	
 地球上の炭素循環における炭素固定系の増強を目指し、メタンやメ

タノールを資化する C1微生物を中心とした植物-微生物複合生物系による有用機能の探索、そ
の分子・情報の循環機構の解明に関する研究を行った。自然界、特に植物表層における C1 微
生物の分布を明らかにし、植物表層での増殖に必要なC1微生物の新しい機能を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to strengthen carbon fixation in global carbon cycle, we studied the 
useful functions of C1-microorganism consortia including methane- and methanol-utilizing 
microorganisms and molecular mechanism of molecular and energy circulation. We revealed 
distribution of C1-microorganisms and found novel functions necessary for proliferation at 
phyllosphere.   
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研究分野：応用微生物学 
科研費の分科・細目：農芸化学・応用微生物学 
キーワード：メタン、メタノール、メタン酸化菌、生育促進、レドックス、オートファジー、

複合生物系、メタノール資化性細菌 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 地球上にある炭素資源を有効に活用した
有用物質・エネルギーの生産と資源循環型社
会の構築は、21世紀における人類の喫緊の課
題である。石油・石炭などの化石燃料に代わ
り、メタンを主成分とした天然ガスやバイオ
マスを資源として活用する効率的な炭素資
源循環系の構築が必要である。バイオマスを
中心としたその利用研究は、カーボンニュー
トラルのコンセプトの下、非可食部分を中心
とした利用研究が国内外で進められている。

しかしながら、真の循環型社会を構築するた
めには、CO2をバイオマスに変換する CO2固
定系、非可食のバイオマスや天然ガスが完全
に CO2に酸化されるまでの過程で、メタノー
ルやホルムアルデヒドなどの C1 化合物をバ
イオマスに固定する C1 固定系の構築が最も
重要な課題となる。これらの多くの反応は、
エネルギーを要求する還元/合成反応である
ため、真の炭素循環社会を構築するための律
速段階でもある。一方、CO2とメタンは、地
球温暖化への寄与率がそれぞれ、60%および
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20%にも達する２大温室効果ガスであり、地
球環境中におけるメタンとCO2間の炭素循環
である「メタンサイクル」は、C1化合物を資
化する C1 微生物とメタン生成菌が担ってい
る。その炭素循環量は、C1微生物のみによっ
て行われているものだけでも、CO2量にして、
15億トン/yに達する。近年、ペクチンやリグ
ニンなど、植物バイオマスに起因する C1 化
合物の放出とそれを利用して植物に常在す
る C1 微生物との共生関係が明らかになりつ
つある。このような事実も含めると地球環境
に及ぼすメタンサイクルの重要性は、はかり
しれない。しかしその実態は不明であり、そ
の調査が強く望まれていた。 
 
 
２．研究の目的 
	
 本研究の目的は、1)地球環境を支える C1
微生物を中心とした複合生物間分子の共存
と循環系、２）C1微生物の細胞内分子と遺伝
情報の循環系、３）細胞内エネルギーの循環
系	
 という３つの微視～巨視的な循環系に
ついて、C1微生物をその対象に、分子細胞生
物学の立場と方法からこれを理解して、有用
な機能の探索を行った。これを基盤に、未来
型資源としてその利用が必須の天然ガスや
バイオマス、特にこれらを由来とする C1 化
合物とCO2の画期的な炭素固定系新技術の開
発とそれによる食糧・有用物質生産系の構築
を目指した。 
	
 一方、細胞内では、遺伝情報に基づいてタ
ンパク質の合成と分解、さらにその機能発現
による代謝と輸送が行われている。タンパク
質の一生からアミノ酸の再生に見られるよ
うな、分子の循環系のみならず、転写因子の
活性化とその分解が細胞周期を制御してい
るように、遺伝情報もその環境変化を受けて
セントラルドグマを循環する。このように、
細胞活動は細胞内の分子と遺伝情報の循環
系の上にも成立しており C1 微生物もその例
外ではない。特にメタノール資化性酵母は、
異種タンパク質生産、代謝制御転写因子やタ
ンパク質分解系の解析が進められている。こ
のような C1 誘導性遺伝子発現から、タンパ
ク質分解にいたる情報と分子の循環系を明
らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
	
 これまでに確立してきた、遺伝子発現・細
胞内動態・レドックス環境、タンパク質分解、
などの生命現象を、一細胞レベルで蛍光技術
による可視化する分子細胞生物学、DDGE・
定量的 PCR・メタゲノム解析などを利用する
分子微生物生態学、植物 vs微生物間を含む、
複合生物間相互作用を解析するための様々
な育種培養技術、細胞内生理活性物質の同定

や代謝物、遺伝子発現を解析するためのメタ
ボローム解析や生化学、分析化学技術など、
様々な知見や技術を駆使して、微視～巨視レ
ベルで、C1微生物を含んだ複合生物系におけ
る分子と情報の分子循環系を追跡し、炭素循
環の律速となっている炭素固定の効率化に
向けた機能探索を行った。 
 
 
４．研究成果 
(1) 植物に常在する C1 微生物の統括的な理
解とメタン酸化活性・イネ生育の促進 
	
 森林土壌から新規に単離したメタン酸化
菌 Methylovulum miyakonenseについて新属新
種を提唱した。本菌のメタン酸化酵素の遺伝
子構造を明らかにするとともに、本菌との共
培養によりメタン酸化能促進効果を与える
Sinorhizobium 属細菌が生産する低分子化合
物としてコバラミンを同定し、他のメタン資
化性細菌にも同様の効果を与えることを見
出した。 
	
 植物葉圏に棲息するメタン資化性細菌の
分布を調べ、Methylomonas 属、Methylosinus
属、Methylocystis 属に属するメタン資化性細
菌が、メタノール資化性細菌（メチロトロー
フ）と共に、根圏のみならず葉圏にも分布、
棲息していることが明らかとなった。 
	
 一方、蔬菜葉に棲息するメタノール資化性
細菌の分布を調べたところ、シソ葉に特に多
く存在し、Methylobacterium fujisawaenseの近
縁種が優先的であることを明らかにした。特
に、アカシソとの高い特異性が認められたメ
タノール資化性細菌 Methylobacterium sp. 
OR01 株が、アカシソの成長とともに種子か
ら垂直伝播して葉上で優占化することを確
認し、他の Methylobacterium 属細菌より強い
アカシソへの定着能を有することを明らか
にした。 
 
(2) C1化合物誘導発現・タンパク質合成・分
解と植物表層における C1微生物の生存戦略 
	
 シロイヌナズナ葉上でのメタノール資化
性酵母遺伝子発現解析や細胞数定量手法、生
化学的解析手法を確立し、メタノール濃度が
日周変動すること、メタノールが日周変動す
る植物葉上での生存と増殖には、酵母メタノ
ール代謝の中でも資化経路が必須であるこ
と、ペキソファジーを含むオートファジーが
必須であることを明らかにした。 
	
 メタノール資化性酵母が植物表層に生存
する際に必要な細胞機能について、特に窒素
代謝に関わる遺伝子に着目し、関与する遺伝
子をクローン化し、遺伝子破壊株を構築した。
当該遺伝子について、これまでに確立した生
化学的実験手法と蛍光観察技術を用い、葉上
での遺伝子発現動態を解析するとともに、葉
上での増殖への影響を調べ、その重要性を明



らかにした。 
 
(3) 酵母グルタチオン合成・分解系を中心と
した細胞内レドックス・転写制御 
	
 細胞内レドックスを in vivoで可視化できる
レドックスフロールを用いることにより、メ
タノール資化性酵母細胞を窒素飢餓に置い
た際に細胞質が還元的になることを見出し
た。さらに、レドックスフロールを、酵母グ
ルタチオン生合成・再生系遺伝子破壊株に導
入し、様々な炭素源培養時の細胞内レドック
ス状態を解析し、グルタチオン制御系の重要
性を明らかにした。 
	
 栄養源センサーとして知られる TOR キナ
ーゼの細胞内レドックス制御における役割
を、出芽酵母における活性亢進株を用いて解
析し、TORC1活性の亢進により、細胞内のシ
ステインを始めとするアミノ酸プールが減
少し、グルタチオン量が減少している事が示
唆された。 
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